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今年の夏は越前町で思い出づくり!……………………………………… 2〜 3

陶器市で品定め
〜 第41回越前陶芸まつり 〜



日　時	 10月末までの
	 10：00～、13：00～

集合場所　越前町観光連盟

最小催行人数　4人

定　員　10人
料　金　2,500円

波しぶきをあげて
海の冒険へ
レッツゴー！

越前海岸
漁船クルージング

日　時　8月～ 9月末まで
集合場所　越前岬水仙ランド
最小催行人数　1人
定　員　20人
料　金　1,500円

水仙の植え付け体験で
「越前水仙」を次世代へ！

日　時	 10月末までの
	 18：00～
場　所　越前漁港
最小催行人数　2人
定　員　10人		※小学生以上
料　金　8,000円

船上イカ釣り体験 日　時　10月末までの
　　　　10：00～ 12：00
集合場所　越前町観光連盟
最小催行人数　2人以上
定　員　5人
料　金　3,500円

インスタ映え！？な

姿づくり体験

日　時	 8月末までの
	 10：00～
場　所　かに八
最小催行人数　1人
定　員　5人
料　金　5,000円（2人分）から

鯛の塩釜焼き作り体験

越前町の古墳のお話と
越前焼のハニワづくり体験

日　　時 　8月26日（土）
　　　　　　10：00 ～ 12：00
集合場所 　越前町織田文化歴史館
最小催行人数 　2人　　　 定　　員 　30人
料　　金 　大人2,200円、小人2,000円

　　　　　　※作品発送代は別途必要

　越前町の新人学芸員さんに古墳について教えても
らい、越前焼の窯元が教える本格ハニワづくり体験
で古代に親しもう！

問合せ先　（一社）越前町観光連盟　☎37–1234

越前町体感プログラム「越前ロコ旅」で越前町を満喫。
インターネットもしくはお電話でお申し込みください。

詳しくは▶

今年の　　は越前町 で、思い出づくり夏 !
Program0

1

夏休み自由研究お助け企
画！

Program04
Program02

Program05

Program03

夜の海は不思議
がいっぱい！！

カニ博士と
越前海岸の浜辺で磯観察体験

日　　時 　8月12日（土）
　　　　　　10：00 ～ 12：30
集合場所 　越前がにミュージアム　
最小催行人数 　2人　　　 定　　員 　20人
料　　金 　大人1,800円、小人1,300円

　全国的にも珍しいカニの博物館見学と、越前海岸の海
水浴場で磯観察をして「カニ」の仲間を見つけてみよう！
※越前温泉露天風呂『漁火』の入浴券付

夏休み自由研究お助け企
画！

夏休み１番 !
織田家の兜をかぶって
信長のルーツを探訪しよう♪

期　　間 　7月22日（土）
　　　　　　9：00 ～ 16：30

料　　金 　大人8,000円、小人6,000円

申 込 先 　一般社団法人 越前町観光連盟

　自分で作った織田の兜をかぶって、信長になりきり、
織田のまちを学芸員と一緒にまち歩き。まち歩きの後は、
越前町で栽培される甘くておいしいスイートコーン収穫
＆ブルーベリーソースのポップコーン作りを楽しみます。

期　　間　7月30日（日）まで参加方法　スマートフォンなどを用いて、スポットに設置してあるQRコードを読み取ってスタンプを集める。
特　　典	 スタンプ5個	 　クーポン1,000円分	 スタンプ10個	 　さらにクーポン1,000円分	 スタンプ20個
	 　さらにクーポン1,000円分	 ※20個を集めると	 　　3,000円分（最大）問合せ先　（一社）越前町観光連盟　　　　　☎37‒1234

　町内で約30か所のスポットを巡り、5か所以上集めると、集めた数に応じてクーポンがもらえます。

越前町デジタル周遊
スタンプラリー

Let's make memories
　　in Echizen-cho
　　　　this summer !

バスツアー 特製お弁当付き
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6
月
3
日
と
4
日
、
滋
賀
県
米
原
市
Ｏ
Ｓ
Ｐ

ホ
ッ
ケ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ 

Ｃ

Ｕ
Ｐ 

Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｙ 

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
２
０
２
３
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
男
子
の
部
で
は
、
朝
日
中
学
校
が
決

勝
に
進
出
し
、
横
田
中
学
校（
島
根
県
）を
相

手
に
6
対
1
で
勝
利
し
、
見
事
、
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　
中
学
生
女
子
の
部
で
は
、
朝
日
中
学
校
が
決

勝
に
進
出
し
ま
し
た
が
惜
し
く
も
敗
れ
、
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
生
女
子
の
部
で
は
、
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
決
勝
に
進
出
し
、
各
務
原
オ

レ
ン
ジ（
岐
阜
県
）を
相
手
に
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
敗
れ
、
準
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

　
小
学
生
男
子
の
部
で
は
、
3
位
決
定
戦
に
進

出
し
た
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
え

ち
ぜ
ん
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
町
内
対

決
と
な
り
、
2
対
0
で
朝
日
が
勝
利
し
、
3
位

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
結
果

中
学
生
の
部
（
男
子
）

　
優　
勝　
朝
日
中
学
校

中
学
生
の
部
（
女
子
）

　
準
優
勝　
朝
日
中
学
校

小
学
生
の
部
（
女
子
）

　
準
優
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
学
生
の
部
（
男
子
）

　
第
3
位　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ

Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｙ 

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

２
０
２
３

▲優勝した朝日中学校男子ホッケー部のみなさん

▲準優勝した朝日中学校女子ホッケー部のみなさん

▲朝日ホッケースポーツ少年団のみなさん

　
5
月
20
日
と
21
日
、
セ
ー
レ
ン
杯
第
2
回
福

井
県
中
学
生
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
が
丹
南
総

合
公
園
野
球
場
で
開
か
れ
、
鯖
丹
地
区
代
表
で

越
前
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
8
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
行
わ
れ
、
決
勝
に
進
出
し
た
越
前
ク
ラ
ブ

は
南
越
地
区
代
表
の
南
越
中
学
校
を
相
手
に
7

対
4
で
勝
利
し
、
見
事
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
越
前
ク
ラ
ブ
は
7
月
に
開
催
さ
れ

る
第
40
回
記
念
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
予

選
に
出
場
し
ま
す
。

大
会
結
果　
優　
勝　
越
前
ク
ラ
ブ

セ
ー
レ
ン
杯
第
2
回
福
井
県
中
学
生
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

▲優勝した越前クラブのみなさん

　
6
月
3
日
、
県
立
武
道
館
で
開
か
れ
た
福
井

県
高
校
春
季
総
合
体
育
大
会
の
弓
道
団
体
戦

で
、
丹
生
高
校
女
子
弓
道
部
が
2
年
連
続
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
予
選
3
位
で
決
勝
リ
ー
グ

に
進
出
し
、
2
勝
1
敗
で
勝
ち
数
が
仁
愛
女
子

と
並
び
ま
し
た
が
、
的
中
数
で
上
回
り
、
北
信

越
大
会
出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

決
勝
リ
ー
グ
結
果

　
丹
生　
10 ‒ 

６　
仁
愛
女
子

　
丹
生　
７ ‒ 

12　
若
狭
東　

　
丹
生　
10 ‒ 

６　
大
野

県
高
校
春
季
総
体　
丹
生
高
校
女
子
弓
道
部
2
連
覇

　
連
覇
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
中
、
優
勝
で

き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
北
信
越
大
会
で
は
、

昨
年
結
果（
3
位
）以
上
の
成
績
を
と
り
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
本
選
に
つ
な
げ
た
い
で
す
。

八
尾
凛
咲
主
将
の
コ
メ
ン
ト

▲優勝した丹生高校女子弓道部のみなさん

　

5
月
7
日
、
小
矢
部
カ
ッ
プ
２
０
２
３
が

小
矢
部
ホ
ッ
ケ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
by
三
井
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク（
富
山
県
）で
開
か
れ
、
町

か
ら
は
男
子
の
部
に
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
Ｅ
Ｈ
・
糸
生
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
、
え
ち
ぜ
ん
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
3
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
に
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、常
磐・糸
生
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
2
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

男
子
の
部

　
準
優
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

女
子
の
部

　
準
優
勝　
常
磐
・
糸
生
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
矢
部
カ
ッ
プ
２
０
２
３

　
決
勝
戦
は
0
対
5
で
負
け
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
僕
的
に
は
準
優
勝
で
き
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
次
の
大
会
に
は
優

勝
し
て
チ
ー
ム
の
み
ん
な
を
喜
ば
せ
た
い

の
で
、
も
っ
と
練
習
を
し
て
強
く
な
り
た

い
で
す
。

小
酒
龍
太
郎
主
将
の
コ
メ
ン
ト
（
朝
日
）

　
今
回
の
大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
練
習

し
て
き
た
成
果
が
出
て
、
い
い
試
合
に
な

り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
課
題
が
あ
る
の
で

練
習
し
て
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

安
井
結
有
主
将
の
コ
メ
ン
ト

 

（
常
磐
・
糸
生)

　

目
標
に
し
て
い
た
２
連
覇
達
成
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
全
国
大
会
で
も
仲

間
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
勝
ち
上
が
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

　
狙
う
は
全
国
制
覇
！

山
本
颯
真
主
将
の
コ
メ
ン
ト

▲朝日ホッケースポーツ少年団（男子）のみなさん

▲優勝した越前ニューヒーローズスポーツ少年団のみなさん

▲常磐・糸生ホッケースポーツ少年団（女子）のみなさん

▲プレーをたたえ合うメンバー

　

5
月
27
日
と
6
月
3
日
、
4
日
の
3
日
間
、

小
浜
市
総
合
運
動
場
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

第
43
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
福
井
県
予
選
大
会
が
開

か
れ
、
各
支
部
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
27

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
丹
生
支
部
か
ら
勝
ち
上
が
っ
た
越
前
ニ
ュ
ー

ヒ
ー
ロ
ー
ズ
は
、
圧
倒
的
な
力
を
見
せ
、
見
事

2
年
連
続
で
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
は
、
8
月
5

日
か
ら
東
京
都
で
開
か
れ
る
高
円
宮
賜
杯
第
43

回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
福
井
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
結
果 

１
回
戦　
越
前
12-

２
志
比
（
永
平
寺
支
部
）

２
回
戦　
越
前
３-

０
国
高
（
越
前
支
部
）

準
々
決
勝　
越
前
10-

５
社
南
（
福
井
支
部
）

準
決
勝　
越
前
４-

１
中
藤
（
福
井
支
部
）

決　

勝　
越
前
８-

１
南
越
（
越
前
支
部
）

高
円
宮
賜
杯 

第
43
回 

全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

福
井
県
予
選
大
会
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5
月
31
日
、
町
営
球
技
場
で
第
18
回
越
前
町

長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
雨
天
の
日
が
続
く
中
、
当
日
は
心
地
よ

い
快
晴
と
な
り
、
参
加
し
た
１
４
０
人
の
選

手
は
各
種
コ
ー
ス
を
巡
り
な
が
ら
、
遠
く
に
見

え
る
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
め
が
け
て
ボ
ー
ル
を
打
ち

込
ん
で
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

男
子　
優　
勝　
浜
川
長
右
ェ
門 （
越
前
地
区
）

　
　
　
準
優
勝　
松
田　
傳　

 （
朝
日
地
区
）

　
　
　
第
3
位　
谷
口 

喜
代
志 （
織
田
地
区
）

女
子
　
優　
勝　
河
井　
敏
子 （
宮
崎
地
区
）

　
　
　
準
優
勝　
平
尾　
頼
子 （
朝
日
地
区
）

　
　
　
第
3
位　
佐
藤　
幸
子 （
朝
日
地
区
）

　
　
総
合
優
勝　
浜
川
長
右
ェ
門 （
越
前
地
区
）

第
18
回
越
前
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

▲入賞した選手のみなさん

　

６
月
４
日
、
宮
中
行
事
の
新
嘗
祭
に
献
納

す
る
お
米
の
田
植
え
式
が
、
越
前
町
で
は
９

年
ぶ
り
に
樫
津
の
水
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
に
は
地
元
関
係
者
ら
約
50
人
が
出
席

し
、
奉
耕
者
を
務
め
る
武
藤
吉
明
さ
ん
と
ご
家

族
、
Ｊ
Ａ
福
井
県
の
冨
田
組
合
長
、
紺
色
の
か

す
り
着
物
姿
の
地
元
中
学
生
ら
の
早
乙
女
が
、

福
井
県
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
い
ち
ほ
ま
れ
」
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。

　
奉
耕
者
の
武
藤
さ
ん
は
「
秋
に
は
お
い
し
い

お
米
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
し
っ
か
り
と
管
理

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
お
米
は
９
月
後
半
に
収
穫
し
、
10
月
下
旬
に

は
精
米
１
升
を
宮
中
に
献
納
す
る
予
定
で
す
。

新に
い

嘗な
め

祭さ
い

に
越
前
町
の
お
米
を
　
～
献
穀
田
御
田
植
式
～

▲田植式の様子

　
6
月
24
日
、県
生
活
学
習
館
で
開
か
れ
た「
ふ

く
い
き
ら
め
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
」

で
「
福
井
県
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
功
労

者
知
事
表
彰
」
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
仲
保
チ

エ
コ
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
多
年
に
わ
た
り
男
女
共
同
参
画
の

推
進
や
女
性
の
地
位
向
上
に
貢
献
し
た
個
人
や

団
体
を
対
象
と
し
て
受
賞
者
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

仲
保　
チ
エ
コ
さ
ん
（
厨
区
）

功　
　
績

　

旧
越
前
町
時
代
よ
り
婦
人
会
会
長
を
務
め
、

合
併
後
も
連
合
婦
人
会
会
長
と
し
て
、
女
性
活

躍
の
一
躍
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
か
ら
は
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
長
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
知

識
を
生
か
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
会
長
を

退
い
た
現
在
も
交
流
会
や
研
修
会
に
参
加
し
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
尽
力
し

て
い
ま
す
。

福
井
県
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
功
労
者
知
事
表
彰
受
賞

▲仲保チエコさん

　
6
月
3
日
と
4
日
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市
の

紀
三
井
寺
公
園
陸
上
競
技
場
で
、
第
38
回
全
国

選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

各
地
域
の
予
選
大
会
で
優
勝
し
た
男
子
45
チ
ー

ム
、
女
子
42
チ
ー
ム
が
一
堂
に
集
ま
る
強
敵
揃

い
の
中
、
女
子
ク
ラ
ス
福
井
県
代
表
と
し
て
、

越
前
町
の「
か
す
み
チ
ー
ム
」が
出
場
し
ま
し
た
。

　
か
す
み
チ
ー
ム
は
、
予
選
リ
ー
グ
に
て
2
勝

1
敗
で
地
元
和
歌
山
県
代
表
と
並
び
ま
し
た
が
、

得
失
点
差
で
勝
利
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
駒

を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
海
道
、
宮
城
県
を

相
手
に
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
戦
で
は
大
阪
府
と

熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、

福
井
県
勢
初
と
な
る
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
結
果

第
１
試
合

　
か
す
み
チ
ー
ム  

14-

９  

札
幌
レ
デ
ィ
ー
ス

 

（
北
海
道
） 

準
決
勝
戦

　
か
す
み
チ
ー
ム  

23-

７  

宮
城
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

 

（
宮
城
県
）

決 

勝 

戦

　
か
す
み
チ
ー
ム  

8-

13  

虹
（
大
阪
府
）

第
38
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会  

女
子
ク
ラ
ス
準
優
勝

　

私
た
ち
は
、
町
内
の
既
存
チ
ー
ム
か
ら

選
手
が
集
ま
っ
て
で
き
た
チ
ー
ム
で
、
平

均
年
齢
は
出
場
チ
ー
ム
の
中
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
す
。
他
チ
ー
ム
は
高
い
技
術
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
互
い
の
協
調
性
と

信
頼
関
係
に
よ
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
、

準
優
勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

石
橋
美
代
子
代
表
の
コ
メ
ン
ト

　

台
風
の
最
中
に
和
歌
山
県
入
り
を
し
、

不
安
で
し
た
が
、
当
日
は
ス
ッ
キ
リ
青

空
の
下
で
気
持
ち
よ
く
プ
レ
イ
で
き
ま

し
た
。
１
つ
勝
ち
、
２
つ
勝
ち
、
気
が

付
い
た
ら
準
優
勝
の
場
に
立
っ
て
お
り
、

チ
ー
ム
全
員
で
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

中
谷
智
恵
キ
ャ
プ
テ
ン
の
コ
メ
ン
ト

▲会場にて試合に臨むみなさん▲準優勝の報告に来庁されたみなさん

　
6
月
7
日
、
福
井
村
田
製
作
所
か
ら
宮
崎
中

央
保
育
所
と
小
曽
原
保
育
所
に
「
た
び
く
ま
と

ひ
ま
わ
り
ば
た
け
」
の
絵
本
と
ひ
ま
わ
り
の
種

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
本
は
東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
を
描

い
た
も
の
で
、
た
び
く
ま
く
ん
た
ち
と
な
か
ま

た
ち
が
ひ
ま
わ
り
を
咲
か
せ
、
大
き
な
ひ
ま
わ

り
畑
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
心
温
ま
る
作
品
で
す
。

　
年
長
組
を
代
表
し
て
、
宮
崎
中
央
保
育
所
の

武
藤
夏
朋
さ
ん
と
西
村
碧
音
さ
ん
、
小
曽
原
保

育
所
の
籔
内
新
大
さ
ん
が
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
「
絵
本
を
あ
り
が
と
う
。
大

切
に
使
い
ま
す
」、「
ひ
ま
わ
り
の
種
を
植
え
る

の
が
楽
し
み
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

保
育
所
に
絵
本
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　
6
月
7
日
に
召
集
さ
れ
た
6
月
越
前
町
議
会

定
例
会
で
、
正
副
議
長
お
よ
び
議
会
選
出
の
監

査
委
員
、
各
委
員
会
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り

ま
し
た
。

議　
長　
　
　
　
　
　
副
議
長

　
佐
々
木
一
郎　
　
　
　
藤
野　
菊
信

議
会
選
出
監
査
委
員　

　
髙
田　
浩
樹

委
員
会
構
成　
◎
委
員
長
　
〇
副
委
員
長

♦
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
7
人
）

◎
伊
部　
良
美　
〇
小
松　
高
宏　
北
島　
忠
幸

　
木
村 　
繁　
　
　
佐
々
木
一
郎　
中
西　
清

　
石
田　
和
朗

♦
産
業
土
木
常
任
委
員
会
（
6
人
）

◎
米
沢　
康
彦　
〇
髙
田　
浩
樹　
笠
原　
秀
樹

　
藤
野　
菊
信　
　
長
谷
川
眞
惠　
吉
田　
憲
行

♦
議
会
運
営
委
員
会
（
6
人
）

◎
木
村　
繁　
　
〇
髙
田　
浩
樹　
北
島　
忠
幸

　
伊
部　
良
美　
　
米
沢　
康
彦　
長
谷
川
眞
惠

♦
議
会
広
報
特
別
委
員
会
（
7
人
）

◎
長
谷
川
眞
惠　
〇
中
西　
清　
　
木
村　
繁

　
米
沢　
康
彦　
　
藤
野　
菊
信　
髙
田　
浩
樹

　
小
松　
高
宏

♦
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
（
全
議
員
）

◎
小
松　
高
宏　
〇
吉
田　
憲
行

♦
原
子
力
発
電
安
全
対
策
特
別
委
員
会
（
全
議
員
）

◎
伊
部　
良
美　
〇
中
西　
清

議
長
お
よ
び
副
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
当
議
会
に

対
す
る
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
６
月
７
日

の
定
例
会
本
会
議
で
議
員
各
位
か
ら
推
挙
さ

れ
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
職
責

の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
改
め
て
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
、
世
界
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
中
、
生
成
Ａ

Ｉ
の
進
化
や
止
ま
ら
な
い
物
価
上
昇
に
よ
る
生

活
へ
の
影
響
な
ど
取
り
組
む
べ
き
諸
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
状
況
に

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
度
か
ら
町
議
会
で
は
議

会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
一
環
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
導
入
し
、
業
務
の
効
率
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

に
よ
る
省
資
源
化
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
今
後
も
町
議
会
は
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に

応
え
な
が
ら
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
越
前
町
が

よ
り
良
い
町
と
な
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

広報 えちぜん 6広報 えちぜん7 令和 ５ 年 7 月号令和 ５ 年 7 月号

えちぜんまちの話題をお届けします!



【
国
民
健
康
保
険
証
】

えんじ色
↓

紺　色

青　色
↓

緑　色

　
現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
証
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
7
月

31
日
㈪
ま
で
で
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
今
月

中
に
簡
易
書
留
で
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。
も

し
、
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
の
保
険
証
は
、
8
月
1
日
㈫
以
降
に
ハ

サ
ミ
で
切
る
な
ど
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※
大
き
さ
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
同
じ
で
す
。

※
紛
失
し
た
場
合
は
、
必
ず
健
康
保
険
課
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

国
民
健
康
保
険
証
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
が

切
り
替
わ
り
ま
す

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
】

高齢受給者はここに
一部負担金の割合
が表示されます。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
す
る
こ

と
で
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例

　
学
生
で
、
前
年
所
得
が
基
準
以
下
の
人
ま
た

は
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
場
合
、
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

納
付
免
除

　
本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業
な
ど
の
理

由
が
あ
る
場
合
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
全

額
ま
た
は
一
部（
4
分
の
1
～
4
分
の
3
）の

納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

納
付
猶
予

　

50
歳
未
満
の
人（
学
生
を
除
く
）で
、
本
人

と
配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

産
前
産
後
免
除

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
の
属
す
る
月
の

前
月
か
ら
4
か
月
間
免
除
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
双
子
な
ど
多
胎
妊
娠
の
場
合
、
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
3
か
月
前
か
ら
6

か
月
間
免
除
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　
食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
特
に
影

響
を
受
け
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、

そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、

令
和
5
年
度
分
を
5
月
末
に
支
給
済
み
の
受
給

者
は
、
重
複
す
る
児
童
分
を
申
請
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

支
給
対
象
者

　

平
成
17
年
4
月
2
日（
障
が
い
児
の
場
合
、

平
成
15
年
4
月
2
日
）か
ら
令
和
6
年
2
月
29

日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童
の
養
育
者
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

◦
令
和
5
年
度
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
子

育
て
世
帯

◦
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
、
令
和
5
年
度
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課

税
相
当
と
認
め
ら
れ
る
子
育
て
世
帯

支
給
手
続
き

　
子
ど
も
未
来
課
窓
口
に
て
申
請
が
必
要
で
す
。

支
給
額　
児
童
１
人
当
た
り
一
律
５
万
円

問
合
せ
先

　
子
ど
も
未
来
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の
お
知
ら
せ

令和5年度  入札結果一覧  5月16日～6月15日

入札日 工事等名 地係 請負金額（円） 請負業者名 主管課

5月25日 令和５年度　泰澄の杜高圧ケーブル更新工事 小倉 7,744,000 越前電気㈱ 商工観光課

6月 8 日 令和５年度　朝日浄水場高圧受電設備更新工事 朝日 4,950,000 越前電気㈱ 上下水道課

5月25日 令和５年度　町道午房ヶ平線道路維持補修工事 午房ヶ平 4,730,000 橋本建設㈱ 都市整備課

6月 7 日 令和５年度　山中浄水場薬注ポンプ取替工事 上山中 3,740,000 ㈱大生 上下水道課

6月 8 日 令和５年度　町道本通線道路舗装補修工事 西田中 2,618,000 大門建設㈱ 都市整備課

＊そのほかの入札結果については、町ホームページをご覧ください。

試験職種 採用予定人員※ 受　　　　験　　　　資　　　　格

事 務 ７人 •平成6年4月2日から平成18年4月1日までに生まれた人

保健師 １人
•平成6年4月2日から平成15年4月1日までに生まれた人
•保健師の資格を有している人または令和6年3月31日までに資格を有する
見込みの人

※申込状況、試験結果などによっては、採用人数が変更になる場合があります。

令和6年4月　採用予定

問合せ先　総務課　☎34‒8700

越前町職員採用試験のお知らせ

■ 第1次試験
日　　時  9月17日（日）　午前８時４５分〜午後0時２０分

場　　所  福井会場：福井県自治会館　（福井市西開発４－２０２－１）
	 東京会場：都道府県会館　　（東京都千代田区平河町２－６－３）

試験方法  適性検査、教養試験

申込期間  7月13日（木）から 8月3日（木）まで
※総務課窓口で申し込みする場合は、土日・祝日を除きます。
※受付時間は午前８時３０分から午後５時１５分まで。
※郵送の場合は、８月３日（木）までの消印があるものに限ります。

申込方法  採用試験案内を確認の上、必要書類を総務課へ提出してください。
 採用試験案内および申込書は、７月３日（月）から総務課窓口で配布します。
 採用試験案内については、町ホームページからもダウンロードできます。
 町ホームページの電子申請画面から直接、試験申込書を提出することもできます。

■ 第2次試験
１０月下旬を予定。日程などは１次試験合格者に通知します。

　

町
内
在
住
の
小
・
中
・
高
校
生
と
丹
生
高
校

生
を
対
象
と
し
た
夏
季
期
間
限
定
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
フ
リ
ー
パ
ス
券
を
発
売
し
ま
す
。
利

用
期
間
中
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
乗
り
放

題
に
な
り
大
変
お
得
で
す
。

　
購
入
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
「
路
線
図
・
時
刻

表
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

販
売
期
間　
7
月
3
日
㈪
～
8
月
18
日
㈮

利
用
期
間　
7
月
21
日
㈮
～
8
月
29
日
㈫

価　
　
格　
５
０
０
円

問
合
せ
先　
企
画
振
興
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
０
２

夏
季
期
間
限
定
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
フ
リ
ー
パ
ス
券
を

発
売
し
ま
す
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越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
で

は
、
２
０
２
４
年
の
絵
は
が
き
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
す
る
た
め
、
四
季
折
々
の
越
前
海
岸
の

素
晴
ら
し
い
風
景
や
生
活
文
化
を
収
め
た
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
お
気

に
入
り
の
写
真
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　
次
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
デ
ー
タ
を

添
付
の
う
え
、
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
作
品
タ
イ
ト
ル　
②
撮
影
場
所
（
地
区
名
）

③
撮
影
年
月
日　
　
④
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

⑤
住
所　
⑥
電
話
番
号　
⑦
年
齢

※
応
募
作
品
は
越
前
地
区
で
撮
影
さ
れ
た
も
の

で
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

賞　
　
　
　
入
選
12
点　
1
万
円
相
当
の
賞
品

応
募
締
切　
9
月
29
日
㈮

　
詳
し
く
は
、
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

委
員
会
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
お
よ
び
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　
☎
３
７‒

７
７
１
０

「
第
7
回 

越
前
海
岸
・
四
季
と
く
ら
し
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

作
品
募
集

越前町 はたちのつどい越前町 はたちのつどい
20歳の門出の祝福と将来の幸福を祈念してはたちのつどいを開催します。

問合せ先 	 生涯学習課　☎34‒2000　MAIL	gakusyu@town.echizen.lg.jp　FAX	34‒2720

日　時	 令和6年1月7日（日）
	 受付　午前10時30分〜
	 式典　午前11時〜

場　所	 越前陶芸村文化交流会館
対象者	 平成15年4月2日〜16年4月1日

生まれで下記に該当する人
	 ◦町内に住民登録がある人
	 ◦町内の中学校を卒業した人

　「はたちのつどい」に出席する人
を対象にスタッフを募集します。
　仲間と協力して思い出に残る
「はたちのつどい」にしてみませ
んか。

内容		記念品の選定、当日の運営・企画など

対象		2回程度の打合せに参加できる人

応募		QRコードから申請してください。

締切		9月1日（金）

案　内	 案内通知は11月下旬に発送します。
転出した人には、中学校在籍時の住所に発送
しますが、転出先への発送を希望する人は、
次のQRコードから申請してください。

令和6年

スタッフを
募集します！

男
女
共
同
参
画・

人
権
の
と
び
ら

男女共同参画・人権のとびら

ｖｏｌ.79

え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
を
紹
介
し
ま
す

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　

5
月
18
日
、
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ

く
り
推
進
員
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
次
の

人
た
ち
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
員
と
は

　

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
認
め
合
い
、

誰
も
が
性
別
に
関
わ
り
な
く
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　

総
務
課　

☎
３
４–

８
７
０
０

区
長
会
代
表

河
井
　
文
夫

企
業
・
団
体
代
表

髙
村
　
み
ち
子

水
嶋
　
康
善

木
原
　
千
賀
子

朝
日
地
区
代
表

橋
谷
　
清
美

髙
田
　
ま
り
子

宮
崎
地
区
代
表

株
田
　
繁
和

近
藤
　
茂
雄

越
前
地
区
代
表

中
橋
　
涼
子

竹
村
　
三
恵
子

織
田
地
区
代
表

山
﨑
　
定
右
衞
門

水
島
　
ゆ
か
り

※
敬
称
略
、
順
不
同

主
な
活
動
内
容

◦
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た

め
の
生
涯
学
習
の
場
を
企
画
・
実
施

◦
研
修
会
お
よ
び
会
議
へ
の
参
加

◦
町
の
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
へ
の
協
力

　
「
越
前
が
に
」と「
越
前
水
仙
」、「
越
前
海
岸
」

を
題
材
と
し
た
詩
・
俳
句
を
募
集
し
ま
す
。
な

お
、
詩
に
つ
い
て
は
「
き
ず
な
」
を
テ
ー
マ
と

し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
ご
家
族

や
ご
友
人
に
も
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

応
募
規
定
・
方
法

○
詩
部
門

◦
応
募
は
一
人
１
編
ま
で
と
し
ま
す
。

◦
Ａ
4
判
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
40
行
以
内
。

◦
題
名
と
氏
名（
行
数
に
は
含
ま
な
い
）を
忘

れ
ず
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

◦
別
紙
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業（
学
校
名
・

学
年
）・
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

◦
メ
ー
ル
へ
添
付
し
て
提
出
は
可
能
で
す
が
、

メ
ー
ル
本
文
へ
の
打
ち
込
み
は
不
可
と
し
ま
す
。

※
小
中
学
生
は
必
ず
原
稿
用
紙
に
手
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。

○
俳
句
部
門

◦
応
募
は
一
人
2
句
ま
で
と
し
ま
す
。

◦
チ
ラ
シ
裏
面
の
専
用
は
が
き
、
郵
便
は
が

き
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

備　
　
考

◦
チ
ラ
シ
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
設

置
し
て
い
ま
す
。

◦
応
募
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

◦
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◦
応
募
作
品
の
諸
権
利
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

締
切
日

　
9
月
30
日
㈯　
※
当
日
消
印
有
効

提
出
先

　
生
涯
学
習
課

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
４‒

２
７
２
０

　
メ
ー
ル　

gakusyu@
tow

n.echizen.lg.jp

賞　
　
品

○
詩
部
門

◦
小
・
中
・
高
校
生
の
部

　
大
賞　
各
1
編　
図
書
カ
ー
ド
3
万
円
分

◦
一
般
の
部

　
大
賞　
1
編　
賞
金
10
万
円

○
俳
句
部
門

◦
小
・
中
・
高
校
生
の
部

　
大
賞　
各
1
句　
図
書
カ
ー
ド
2
万
円
分

◦
一
般
の
部

　
大
賞　
1
句　
賞
金
5
万
円

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

２
０
０
０

「
越
前　
蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集

　
積
極
的
な
投
票
参
加
と
明
る
い
選
挙
の
推
進

を
呼
び
か
け
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や

標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
人

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
住
所
、
氏
名
な
ど
の
必
要
事
項

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
総
務

課
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
織
田
文
化
歴
史
館
、
町
立
図
書
館

の
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

応
募
期
日　
9
月
1
日
㈮
ま
で

提
出
先

　

越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）、

ま
た
は
応
募
用
紙
が
設
置
し
て
あ
る
町
内
施
設

の
窓
口

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催
者
に
帰
属
す
る

も
の
と
し
、
各
種
啓
発
活
動
に
利
用
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
０
０

「
明
る
い
選
挙
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語
」
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
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市
町
村
振
興
宝
く
じ
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
の
収

益
金
は
、
町
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

　
1
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
7
億
円

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
＆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
発
売
！

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
1
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
3
千
万
円

販
売
期
間　
7
月
4
日
㈫
～
8
月
4
日
㈮

問
合
せ
先　
（
公
財
）
福
井
県
市
町
振
興
協
会

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

５
７‒

１
６
３
３

　
農
地
の
売
買
・
貸
し
借
り
な
ど
の
権
利
を
取
得

す
る
に
は
、
農
地
法
第
3
条
に
よ
り
農
業
委
員

会
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

許
可
を
得
る
た
め
に
は
、
許
可
後
の
耕
作
面

積
が
下
限
面
積
以
上
に
な
る
こ
と
が
要
件
の
一

つ
で
し
た
が
、
農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、
4
月

1
日
か
ら
下
限
面
積
要
件
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
限
面
積
の
要
件
以
外
は
、
こ
れ
ま
で
通
り

で
す
の
で
、
農
地
の
権
利
取
得
に
関
す
る
こ
と

は
、
町
農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　
農
業
委
員
会
事
務
局（
農
林
水
産
課
内
）

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
０
４

農
地
の
権
利
移
動
に
か
か
る
下
限
面
積
の
廃
止
に
つ
い
て

　

永
年
の
ご
活
躍
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
長
寿
を
祝
い
、
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
招
待
者
に
は
、
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

日　
　
時　
9
月
18
日
㈪　
午
前
10
時
～

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

招
待
者
の
み
な
さ
ん

　
満
77
歳 

喜
寿　
　

 （
昭
和
21
年
生
ま
れ
）

　
満
80
歳 

傘
寿　
　

 （
昭
和
18
年
生
ま
れ
）

　
満
84
歳 　
　
　
　

 （
昭
和
14
年
生
ま
れ
）

　
満
88
歳 
米
寿　
　

 （
昭
和
10
年
生
ま
れ
）

　
満
90
歳 

卒
寿
以
上 （
～
昭
和
8
年
生
ま
れ
）

問
合
せ
先　
介
護
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
１
５

令
和
5
年
度　
敬
老
会
の
ご
案
内

　
親
子
で
大
自
然
を
感
じ
な
が
ら
、
ぶ
ど
う
狩

り
を
楽
し
み
ま
す
。
町
長
と
一
緒
に
夏
の
思
い

出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日　
　
時　
8
月
20
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分　
役
場
発

場　
　
所　
土
山
ぶ
ど
う
園（
石
川
県
加
賀
市
）

対
象
者　
町
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

参
加
費　
大
人
（
会　
員
） 

2
千
円

　
　
　
　
　
　
　
（
非
会
員
） 

2
千
5
百
円

締　

切　
8
月
8
日
㈫

主　

催　
越
前
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

問
合
せ
先　
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

２
３
８
８

ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ん
へ

子
ど
も
と
町
長
の
つ
ど
い
参
加
者
募
集

　
町
国
際
交
流
協
会
は
国
際
交
流
の
推
進
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
諸
外

国
と
の
交
流
を
は
じ
め
、
町
民
向
け
の
国
際
交

流
イ
ベ
ン
ト
や
語
学
講
座
、
異
文
化
理
解
講
座

な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
国
際
交
流
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る

個
人
会
員
と
団
体
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

年
会
費　
個
人
会
員　
千
円

　
　
　
　
　
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

　
　
　
　
　
団
体
会
員　
五
千
円

問
合
せ
先　
越
前
町
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
１
３

越
前
町
国
際
交
流
協
会
会
員
を
募
集
し
ま
す

◀越前町国際交流協会
　ホームページ

※
各
プ
ー
ル
は
隔
日
で
の
開
放
と
な
り
ま
す
の

で
詳
細
日
時
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
越
前
町
朝
日
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

も
同
期
間
に
開
放
し
ま
す（
火
曜
日
は
休
館
）。

問
合
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
３
０

　
各
小
学
校
の
プ
ー
ル
合
計
7
か
所
を
一
般
開

放
し
ま
す
。
感
染
症
対
策
や
熱
中
症
対
策
を
十

分
に
行
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設

「
朝
日
小
学
校
」「
糸
生
小
学
校
」「
常
磐
小
学
校
」

「
宮
崎
小
学
校
」「
織
田
小
学
校
」「
城
崎
小
学
校
」

「
萩
野
小
学
校
」

※
今
年
か
ら
朝
日
南
プ
ー
ル
は
開
放
し
ま
せ
ん

日　
　
時

　
7
月
24
日
㈪
～
8
月
10
日
㈭

　
午
後
１
時
～
3
時

夏
休
み　
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放

プール一般開
放の日時は、こ
ちらから確認
できます。

　
労
働
問
題
の
専
門
家
（
福
井
県
労
働
委
員
会

委
員
）
が
、
解
雇
・
賃
金
な
ど
労
使
関
係
の
悩

み
や
困
り
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

休
日
労
働
相
談
会
（
事
前
予
約
制
）

日　
　
時　
7
月
30
日
㈰　
午
前
9
時
～
正
午

場　
　
所　
ア
オ
ッ
サ
6
階
研
修
室

締　
　
切　
7
月
28
日
㈮　
午
後
5
時

夜
間
労
働
相
談
会
（
事
前
予
約
制
）

日　
　
時　
5
月
16
日
㈫
、
6
月
15
日
㈭

　
　
　
　
　
7
月
25
日
㈫　
午
後
6
時
～
8
時

場　
　
所　
福
井
市
順
化
公
民
館

締　
　
切　
相
談
日
前
日
の
午
後
5
時
ま
で

◦
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。

◦
県
内
の
労
働
者
お
よ
び
使
用
者
の
相
談
を
受

け
ま
す
。労
働
者
は
雇
用
形
態
を
問
い
ま
せ
ん
。

◦
締
切
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
５
９
７

　
　
　
　
　
*roui@

pref.fukui.lg.jp

福
井
県
労
働
委
員
会
の
労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調

月
間
で
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
7
月
25
日
㈫　
午
前
9
時
30
分
～

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

内　
　
容　
標
語
・
作
文
表
彰
式

　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　
　
　
　
　
越
前
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

問
合
せ
先

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
越
前
町
推
進
委
員
会
事
務
局
（
住
民
環
境
課
内
）

　
☎
３
４‒

８
７
０
８

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　
上
下
水
道
課
で
は
、
温
泉
の
配
湯
お
よ
び
断

水
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
の
応
急
給
水
体

制
を
整
え
る
た
め
、
6
月
に
給
水
車
を
導
入
し

ま
し
た
。

　

今
回
導
入
し
た
給
水
車
は
、
一
度
に
2
千

リ
ッ
ト
ル
の
水
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
加
圧
ポ
ン
プ
を
搭
載
し
て
い
る
た
め
、

約
25
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
水
を
送
る
こ
と
が

で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
柔
軟
な
対
応
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　
上
下
水
道
課　
☎
３
４‒

８
７
０
７

給
水
車
を
導
入
し
ま
し
た

▲今回導入した給水車

　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
は
、
利
用
者
が
減

少
す
る
中
、
近
年
の
燃
料
価
格
や
電
気
料
金
の

高
騰
、物
価
上
昇
な
ど
に
よ
り
経
費
が
増
大
し
、

大
変
厳
し
い
収
支
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
10
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
半

年
間
、
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
露
天
風
呂
「
漁
火
」
の
営
業
期
間
は
、
変
更

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前

　
　
　
　
　
☎
３
７‒

２
３
６
０

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
休
館
の
お
知
ら
せ
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消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先  鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　  丹 生 分 署　☎36‒0119
　　　　  朝日分遣所　☎34‒0119
　　　　  越前分遣所　☎37‒0119
　　　　  http：//www.fd-sabaenyu.jp/

公式 SNS
越前消防団
団員募集中
消防団に入って、

越前町を守ってみませんか？

越前消防団織田地区第1分団　福井県消防操法大会出場
第72回福井県消防操法大会（ポンプ車の部）に越前消防団の代表として織田地区第1分団が出場します。

日　時   7月22日（土）　午前8時30分〜

場　所   福井県消防学校（福井市大畑町）

第72回福井県消防操法大会指揮者 森嵜　祥基
1番員 米田　託也
2番員 木原　啓太
3番員 佐々木	達郎
4番員 鈴木　史則

分団長 鈴木　祐志
補助員 河原　修二
補欠員 谷口　英之

　鈴木分団長以下全団員が一丸となり、優勝目指して連日厳し
い訓練を下記のとおり行っています。訓練の見学は自由ですの
で、町民のみなさんの温かいご声援のほどお願いいたします。
　訓練の様子は下記の公式SNSでもご覧いただけます。

練習時間  午後7時〜 9時
 （土曜日、日曜日は休み）

練習会場  丹生分署
※練習日時は変更する場合があります。

越前消防団の誇りと名誉をかけて出場します！

図書館だより

町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

問合せ先

　図書館では、読書感想文の課題図書をはじめ、自由研究や工作、ポスターや新聞の作り方など、夏休みの宿
題に役立つ本を用意しています。最寄りの図書館にない場合は、予約して取り寄せることができます。また、
県立図書館で借りた本を町内の図書館で返却することもできますので、上手に図書館を利用しましょう。探し
ている本が見つからない場合は、職員にご遠慮なくお問い合わせください。

※課題図書の貸出・予約は、8月31日まで、対象学年の子ども一人につき1冊とさせていただきます。一人でも
多くの人にご利用いただけるようご協力お願いします。

　　代謝アップ・エクササイズ講座
　ストレッチや筋トレで血流と筋肉量を増やせば、
脂肪が燃焼し、代謝アップの効果が期待できます。
　ボクシングの動きを取り入れたエクササイズも
あります。先生からいろいろな運動を学んで、代
謝をアップし健康な体をつくりましょう。

日　時 	 7月14日（金）、7月21日（金）
	 午後7時～ 8時
会　場 　越前町生涯学習センター　学習室3
講　師 　NPO法人生涯体育学習振興機構
	 インストラクター
受講料 　無料
持ち物 　内ズック、タオル、飲み物
申込先 　越前町生涯学習センター　☎34‒2000
締　切 　7月12日（水）

こちらからもお申込みできます▶

エンディングノート活用講座
　相続の専門家から、エンディングノートの書き方のポイントを学び
ましょう。エンディングノートを書くことは、自分の人生を見つめ直
し考えるきっかけになるため、家族だけでなく終活にも役立ちます。
日　時 	 7月22日（土）　午前10時～正午
会　場 	 織田コミュニティセンター　中会議室
講　師 	 青木　克博	氏（行政書士）
受講料 	 無料
その他 	 町発行のエンディングノートを配布します
申込先 	 織田分館　☎36‒7712
締　切 	 7月20日（木）

手づくりアロマスプレー講座
　ハーブとアロマの知識を学びながら、夏にぴったりな虫除け効果のある
アロマスプレーを作ります。たくさんの種類の精油から好きな香りやリフ
レッシュ、リラックスなどの効能を選んで、心身ともに豊かになりましょう。
日　時 	 7月26日（水）　午後7時～ 8時
会　場 　越前町生涯学習センター　会議室3
講　師 　稲葉　美智子	氏
	 （NPOジャパンハーブソサエティ上級インストラクター）
受講料 　1,100円（材料代や容器代として）
持ち物 　筆記用具
申込先 　越前町生涯学習センター　☎34‒2000
締　切 　7月21日（金）

生涯学習
センター
だより

「実例でわかる！自由研究の選び方＆まとめ方		4・5・6年生」
「決定版100円グッズで作ろう！遊ぼう！」
「博物館のプロのスゴ技で自然を調べよう		1 ～ 4巻」
「わくわく科学実験図鑑　工作編」
「読書感想文大全　ひとりで書ける！」
「みんなで図書館活動この本、おすすめします！		2
	自分だけの表紙・帯を作ろう」
「ちびまる子ちゃんの作文教室」
「さくぶんめいじん　しょうがく一、二年生」
「調べてまとめて新聞づくり		1 ～ 5巻」
「ポスターで伝えよう　見るコツつくるコツ		1、2巻」　他

こ
ん
な
本
が
あ
り
ま
す
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雲隠れできるものならやりたいわ	 林　栄美子
雲行きを見てから予定練り直す	 嵐　喜美枝

川 柳

陶芸村だより 2023年

7月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝 9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

★

★

★

★

★

★
★

★

★ ★

★ ★

★★ ★

★★

★

★

★
★

★

★★

★

★

★

★

陶の涼感 2023陶の涼感 2023
快晴の空のもと、夏木立の日陰で心地よい風を感じる景
色に溶け込むような涼しげな越前焼の灯りとり。夕暮れ
からは、優しいひかりが一日の疲れを癒してくれる灯りと
り。越前焼作家の灯りとりが一堂に並んでいる会場で、
あなただけの癒しの灯りとりを探しにいらしてください。

日　時　7月1日（土）～23日（日）
場　所　越前陶芸村文化交流会館 ロビー
時　間　9：00～17：00（最終入館は16：30）
料　金　無料

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

わたわたししののいちおいちおしし展展
期　間　７月１6日（日）～９月１0日（日）

作家がおすすめする普段使いの器や贈り物にも最適
な越前焼を展示販売しています。作家ならではの作
風が楽しめるプチ個展を常時開催しています。７、８
月は杏里窯（宇野）、風来窯（大屋）、光窯（司辻）です。

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

福井県陶芸館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

期　日 7 月 1 日（土）～
 8 月31日（木）
受付時間 9：00～15：00（受付）
 ※事前予約優先

所要時間 1 時間30分
場　所 福井県陶芸館
 陶芸教室
料　金 1000円（2個制作）

みんなで創る  幾千の煌めき
陶あかり作り

ハロウィンを彩る陶板と
スワッグを作る2回シリー
ズ。越前焼の陶板とハロ
ウィンらしいスワッグを手
作りして玄関やお部屋に
飾ってみませんか？

❶スワッグを飾る陶板を作ろう
期　間　7 月9日（日）
時　間　10：00～、14：00～
場　所　福井県陶芸館  陶芸教室
料　金　1,500円
定　員　各回16人　事前予約優先
キャンセル料　3日前から100％

❷陶板に飾るハロウィンの 
スワッグを作ろう

期　間　10月15日（日）
時　間　10：00～、14：00～
料　金　2,000円

ハロウィンに飾る
陶板とスワッグ

越前焼の土台に穴を
開けてあなただけの陶
製あかりとりを作ろう。
2個制作して1つは自
宅用、もう1つを陶芸
館に寄贈します。秋冬
開催のイルミネーショ
ンの光の空間であなた
の陶あかりを探そう。

　本年は、轟く閃光と花火の趣のある調和を
意味する「“轟

ご う い ん

韵” 〜みなとに轟く大迫力の響
演〜」をテーマに、鳴り響く豪快な音と、美し
き花火、その閃光の調和を表現し、越前の夜
空に響く轟

ご う い ん

韵の鐘をお届けします。
　福井県内で一番最初に開催される夏の花火
大会をお楽しみください。

13：00 〜  子ども向けイベント
　　　　  「バトルスプラッシュ」

　　　　 　
13：00 〜　ステージイベント
17：30 〜　オープニングセレモニー
17：45 〜　オープニングアトラクション
18：30 〜　鯖江・丹生消防音楽隊演奏
19：00 〜　輪踊り
19：30 〜　あんどん山車巡行
21：00 〜　打上花火

12：00 〜 21：30
　　　　　ふれあい横丁

イベントスケジュール

　当日は、越前地区をシャトルバスが運行します。
各バス停留所を随時発車しますので、シャトルバス
をご利用ください。

　越前みなと大花火Ｔシャツが販売中です。
○販売店
	 福岡呉服店（越前町厨）	 TEL：37-0137
	 ふくや呉服店（越前町城ヶ谷）	 TEL：37-1017

シャトルバス運行のお知らせ

越前みなと大花火Ｔシャツの販売について

▲ 7月5日（水）9：00 〜予約受付開始

越前みなと大花火2023を開催します

第48回 あさひまつり

イベントスケジュール
14：00～ ■プレオープン（模擬店販売開始）
16：00～ ■ミニイベント
20：00～ ■花火大会
20：20 終了

雨天時は30日（日）に順延

参加申し込みは　
こちら▶
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本気だよ誰彼すべて愛してる	 笹下　利行
横綱が本気で挑む仕切り線	 渡辺　照子川 柳孫達と爺は本気で口げんか	 松村　典子

雲間での見える夜星の美しさ	 武藤　久子
川 柳

　

越
前
町
の
海
は
、
海
の
宝
石
と
い
わ
れ
る

「
ウ
ミ
ウ
シ
」
の
日
本
屈
指
の
生
息
地
で
す
。

そ
の
越
前
町
で
ウ
ミ
ウ
シ
に
親
し
め
る
体
験
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ウ
ミ
ウ

シ
展
示
な
ど
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

期　
　
間　
7
月
15
日
㈯
～
17
日
㈪
・
㈷

時　
　
間　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
　
　
　
　
※
内
容
に
よ
り
一
部
前
後
し
ま
す
。

会　
　
場　
◦
道
の
駅
越
前

　
　
　
　
　
◦
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
◦
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ 

Ｌ
Ｏ
Ｇ

主
な
内
容

道
の
駅
越
前

◦
ウ
ミ
ウ
シ
オ
ブ
ジ
ェ
展
示

◦
ウ
ミ
ウ
シ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◦
ウ
ミ
ウ
シ
特
別
展
（
有
料
入
館
）

Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ 

Ｌ
Ｏ
Ｇ

◦
ウ
ミ
ウ
シ
磯
観
察
ツ
ア
ー
（
要
予
約
） 

◦
ウ
ミ
ウ
シ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー（
要
予
約
）

◦
ウ
ミ
ウ
シ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
３（
要
予
約・

ダ
イ
バ
ー
限
定
）

問
合
せ
先　
ウ
ミ
ウ
シ
の
ま
ち
越
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
☎
０
７
０‒

９
０
２
５‒

１
３
１
３

「
ウ
ミ
ウ
シ
王
国
in
越
前
町
２
０
２
３
」
開
催
！

陶灯展
－TOUBI－
「灯りとり」は心に温かく、やわらかな
灯
ともしび

を与えてくれる存在。今年初開催の灯
りとりコンテスト応募作品を展示。今年
の募集テーマは「踊る」。一般投票で選
ばれた「大賞」はどの作品でしょう。
地元越前町内の保育園児や小学1年生
児童の思いが詰まった七夕短冊が
6ｍの竹笹に揺れる
幻想的な空間の中で
お楽しみください。

7月1日（土）
～17日（月・祝）

9：00〜17：00
最終入館は16：30

越前陶芸村
文化交流会館

ホール

	問合せ先
越前陶芸村文化交流会館
☎32-3200

　
雨
田
光
平
記
念
館
で
は
、
テ
ー
マ
展
示
「
雨

田
光
平
と
陶
芸
～
雨
田
作
品
と
東
洋
三
国
の
名

品
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
雨
田
光
平
は
、
陶
芸
を
介
し
て
織
田
の
陶
工

た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。テ
ー
マ
展
示
で
は
、

雨
田
が
制
作
し
た
陶
芸
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、町
内
在
住
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
中

国
・
朝
鮮
・
日
本
の
陶
磁
器
）を
借
用
し
、
普
段

ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
貴
重
な
作
品

を
公
開
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

会　
　
期　
7
月
4
日
㈫
～
9
月
24
日
㈰

休
館
日　
毎
週
月
曜
日

　
※
祝
日
の
場
合
は
開
館
、
翌
日
休
館

開
館
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
※
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

観
覧
料　
一
般　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

　
　
　
　
　
団
体（
20
人
以
上
）　
80
円

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
は
無
料

問
合
せ
先　
雨
田
光
平
記
念
館

　
　
　
　
　
☎
３
６‒

２
６
６
６

雨
田
光
平
記
念
館　
第
2
回
テ
ー
マ
展
示
開
催
の
お
し
ら
せ

　
夏
の
恒
例
行
事
コ
ミ
セ
ン
夏
ま
つ
り
が
、
４

年
ぶ
り
に
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
8
月
12
日
㈯

　
　
　
　
　
午
後
5
時
30
分
～
8
時
30
分

　
　
　
　
　
※
雨
天
時
・
屋
内
開
催

場　
　
所　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

内　
　
容　
各
種
バ
ザ
ー
（
飲
食・ゲ
ー
ム
な
ど
）

　
　
　
　
　
ス
テ
ー
ジ
発
表 

盆
踊
り 

竹
あ
か
り

※
来
場
者
先
着
７
０
０
名
に
宮
崎
小
学
校
児

童
デ
ザ
イ
ン
の
う
ち
わ
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
合
せ
先　
宮
崎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
３
２-

７
７
１
０

み
や
ざ
き
コ
ミ
セ
ン
夏
ま
つ
り

▲令和元年の夏まつりの様子

植
物
標
本
づ
く
り
教
室

　
植
物
の
探
し
方
、
採
取
方
法
、
押
し
葉
標
本

の
作
り
方
、
ま
と
め
方
を
指
導
し
ま
す
。

日　
　
時　
７
月
16
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

内　
　
容

　
古
墳
公
園
で
植
物
採
集
後
、
植
物
館
で
標
本

づ
く
り

定　
　
員　
30
人
（
要
予
約
）　

参
加
費　
１
０
０
円

 

（
保
険
料
含
む
、
入
園
料
別
）

持
ち
物

　

剪
定
は
さ
み
、
根
堀
り
か
丈
夫
な
ス
コ
ッ

プ
、
新
聞
紙
２
日
分
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
ゴ
ミ

袋
大
で
厚
手
）、
筆
記
用
具

※
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
山
歩
き
の
服
装
で
、
虫
よ
け
、
熱
中
症
対
策

を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

葉
脈
標
本
づ
く
り
教
室

　
植
物
の
種
類
ご
と
に
個
性
あ
る
葉
脈
を
使
っ

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
が
作
れ
ま
す
。

日　
　
時　
８
月
6
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内　
　
容

　
ア
ル
カ
リ
液
で
葉
脈
だ
け
を
残
し
た
葉
を
作

り
、ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た
標
本
を
作
り
ま
す
。

定　
　
員　
30
人
（
要
予
約
）

参
加
費　
２
０
０
円
（
入
園
料
別
）

親
子
で
楽
し
む
ク
ラ
フ
ト
作
り

『
ミ
ニ
貯
金
箱
を
作
ろ
う
』

　
杉
板
を
組
み
合
わ
せ
て
貯
金
箱
を
作
り
ま
す
。

　
木
の
実
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
飾
り
付
け
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

『
ミ
ニ
ク
ラ
フ
ト
を
作
ろ
う
』

　

杉
板
に
木
の
実
な
ど
を
貼
り
付
け
て
マ
グ

ネ
ッ
ト
や
壁
掛
け
を
作
り
ま
す
。

　
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
電
話
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
７
月
22
日
㈯
～
８
月
28
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時（
要
予
約
）

材
料
費

　
・
ミ
ニ
貯
金
箱　

 

７
０
０
円
（
入
園
料
別
）

　
・
ミ
ニ
ク
ラ
フ
ト 

３
０
０
円
（
入
園
料
別
）

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
で
夏
休
み
の
自
由
研
究
を
し
よ
う
！

入
園
料　
大
　
人　
３
１
０
円

　
　
　
　
　
中
高
生　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生　
１
０
０
円

問
合
せ
先　
福
井
総
合
植
物
園

　
　
　
　
　
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
１
２
０

▲ミニクラフト	※サイズ約10cm

▲ミニ貯金箱
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雲間よりお月様見え手を合わす	 山内　千代
心の闇晴れてきました少しずつ	 山谷　ゆり川 柳異常なしカルテも胸も晴れ渡る	 司辻　文子

夕焼けに映えている雲美しい	 向当みつ子
川 柳

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第89回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

受けよう！おとなの歯科検診（歯周疾患検診）
越前町では歯周疾患検診を6月から実施しています。今年度対象者に受診券と検診票をお送りしました。

おとなこそ歯科検診が大切です！おとなこそ歯科検診が大切です！
　歯を失う原因のほとんどは、むし歯や歯周病によるものです。中でも、歯周
病は糖尿病や心臓病と深くかかわっていることから、全身の健康に悪影響を及ぼ
します。歯の健康を保つことは、からだ全体の健康を守ることにもつながります。
　歯の喪失を予防するために歯周疾患検診を受けてお口の中を健やかに保ちま
しょう。無料で受診できるので、ぜひこの機会に歯をチェックしましょう。

歯周疾患検診の対象者以外の人は、町の集団検診会場でも無料歯科検診を実施しています。
詳しくはお問合わせください。

対 象 者 今年度40歳、50歳、60歳、70歳になる人
費　　用 無料　※検診後、治療が必要となった場合には治療費が別途かかります。
受診場所 県内の歯科医院　※一部受診できない歯科医院もあります。
受診方法 ご希望の歯科医院に電話で予約し、受診してください。

担当地域 セ　ン　タ　ー　名 所　在　地 相談員 電話番号
朝　日 在宅介護支援センター　さざんかホール 光道園		内 白澤 34‒1440
宮崎・織田 越前町社会福祉協議会　在宅介護支援センター 織田保健福祉センター		内 清水 36‒0698
越　前 海楽園	在宅介護支援センター 海楽園		内 古川 39‒1461

　在宅介護支援センターは町か
らの委託を受け、介護や一人
暮らしなど生活に不安のある人
などに、定期的に訪問し相談や
見守りを行う活動を行っていま
す。また、困りごとを抱えな

がらもSOSを出せない高齢者がいないかなど、
65歳以上の人のお宅に訪問して確認する高齢者
実態把握活動を行っています。
　みなさんのお宅に訪問し、健康状態や生活状
況についてお尋ねしたり、介護予防教室にお誘い
することもありますのでご協力をお願いします。

高齢者世帯
への訪問、
見守り活動

　町では、高齢者の介護や生活の困りごとについて
気軽に相談していただけるよう、身近な相談窓口と
して、「在宅介護支援センター」を設置しています。

こんにちは！

在宅介護支援在宅介護支援
センターです！センターです！

古川相談員古川相談員白澤相談員白澤相談員 清水相談員清水相談員

私たちが
訪問します！

こころとからだのカレンダー

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

♠休日当番医（午前9時〜午後5時）
 7 月 2 日㈰ 伊部病院 ☎34–0220
 7 月 9 日㈰ 両林病院 ☎37–0005
 7 月16日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
 7 月17日㈪ 織田病院 ☎36–1000
 7 月23日㈰ 橘医院 ☎36–0015
 7 月30日㈰ 織田病院 ☎36–1000
※発熱の場合は、事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

♠心をいやす相談会（予約制） 
 7 月28日㈮ 午後 1 時30分～ 4 時 越前町役場
※電話相談になる場合があります。

♦無料法律相談会（予約制）
 7 月25日㈫ 午後 1 時～ 4 時 宮崎コミュニティセンター

♦介護おはなし会（予約制）
 7 月25日㈫ 午後 1 時～ 3 時 越前地域福祉センター

♥5歳児健診
 7 月19日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥育児教室（予約制）
 7 月20日㈭

午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター
 7 月27日㈭

♥3歳児健診
 7 月12日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室
 7 月 6 日㈭ 午後 3 時～ 4 時30 朝日保健センター（朝寿殿）

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで

社会福祉センター
第1～4土曜・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時まで
※7月29日はお休みです。

受　付　時　間 健康診査※1 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

 7 月10日㈪ 朝日保健センター（朝寿殿）
午前 9 時～ 11時 ● ● ●
午後 1 時～ 2 時 ● ● ● ●

 7 月24日㈪
織田コミュニティセンター 午前 9 時～ 10時30分 ● ● ●
宮崎コミュニティセンター 午後 1 時～ 2 時 ● ● ● ●

 ※ 1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。 
 ※ 2　大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。 

♠集団健康診査（予約制）

♦子育てサロン
毎週水、金 午前9時30分～ 11時30分 社会福祉センター

予約QRコード

♥ママのおしゃべり会
 7 月 4 日㈫ 午前10時～ 11時 朝日子育て支援センター

子どもが熱中症になりやすい理由
　子どもは体温を調節する機能が大人に比べて未発達です。子どもはうまく汗をかくことができないため熱が
体内にこもりやすくなります。
　また、全身に占める水分の割合が大人よりも高いため、外気温の影響を受けやすく、ベビーカーに乗ってい
ることや、大人よりも身長が低いことで、地面からの照り返しの影響も強く受けます。
　以上の特徴から、乳幼児期の子どもは脱水状態や熱中症になりやすいので、大人が熱中症にならないように
下記の点を気にかけることが大切です。

予防のポイント
⃝気温や湿度をこまめにチェックする
⃝エアコンや扇風機を適切に使う
⃝のどが渇いてなくても、こまめに水分補給をする
⃝通気性の良い服装で、帽子などの日よけ対策をする
⃝外で遊ぶときはこまめに日陰や屋内で休憩する
⃝短時間であっても車内に子どもだけにしない

子どもの熱中症対策子どもの熱中症対策
を心がけましょうを心がけましょう

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより
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えちぜん健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 夕焼けに本気で今日もありがとう	 原　　榮子川 柳

　
5
月
27
日
、
28
日
に
開
か
れ
た
第
41
回
越
前

陶
芸
ま
つ
り
の
写
真
で
す
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
窯
元
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
露
店
を
ま
わ
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
こ
だ
わ
り
が
見
て
取
れ
て
、

越
前
焼
の
奥
深
さ
と
自
分
好
み
の
窯
元
を
見
つ

け
る
楽
し
さ
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
陶
芸
村
の
各
施
設
で
は
、
越
前
焼
の
展
示
や

体
験
会
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
日
本
六
古
窯
の
ひ
と
つ
、
越
前
焼
。

身
近
に
あ
る
伝
統
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
6
月
15
日
現
在
）

（
6
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

　
現
在
、
町
で
は
令
和
6
年
度
採
用
職
員
の
試

験
の
応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
地
方
公
務
員
の
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
防

災
、
建
設
、
水
道
、
福
祉
、
税
務
、
農
林
水
産
、

商
工
、
観
光
、
文
化
、
教
育
な
ど
、
広
く
地
域

の
生
活
全
般
に
関
わ
り
ま
す
。

　
な
の
で
、
職
員
の
立
場
か
ら
す
る
と
異
動
す

る
度
に「
異
業
種
へ
の
転
職
く
ら
い
の
大
変
さ
」

が
あ
り
ま
す
が
、「
い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
で
生
活

に
役
立
つ
知
識
が
増
え
る
」
側
面
も
あ
り
、
民

間
企
業
に
は
な
い
面
白
さ
が
あ
る
か
な
と
個
人

的
に
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
私
た
ち
と
一
緒
に
「
越
前
町
の
た

め
に
」
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ご
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

編
集
後
記

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
116

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編  

㊹  

―

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

7月の越前町関連の番組放送予定

丹南ケーブルテレビガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

学芸員M

E子

知ってる人が
出演してるかも? 丹南ケーブルテレビ

キャラクター
けーぶるん

学
Ｍ 

　
こ
ん
に
ち
は
。

Ｅ
子 

　
こ
ん
に
ち
は
。つ
い
に
天
保
七
年（
一
八
三
六
）

上
野
順じ

ゅ
ん

藝げ
い（
丹た

ん

山ざ
ん

）（
一
七
八
五
～
一
八
四
七
）に

よ
る『
黄お

う

檗ば
く

版
一
切
経
』
の
校
合
が
終
わ
り
を
迎

え
ま
し
た
。

 

　
し
か
し
、天
保
八
年（
一
八
三
七
）九
月
、京
都

建
仁
寺
が
罹
災
し
、
順
藝
が
底
本
と
し
た『
高
麗

版
大
蔵
経
』の
多
く
が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。

 

　
そ
こ
で
、校
合『
黄
檗
版
一
切
経
』も
失
わ
れ
る

こ
と
を
恐
れ
た
東
本
願
寺
は
、複
製
一
式
を
本
山

に
上
納
す
る
よ
う
順
藝
へ
命
じ
ま
し
た
。こ
こ
ま

で
が
前
回
の
話
で
す
。

学
Ｍ 

　
東
本
願
寺
の
命
を
受
け
た
順
藝
は
、早
速
に
校

合『
黄
檗
版
一
切
経
』の
複
製
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

　
し
か
し
、弘
化
四
年（
一
八
四
七
）九
月
二
十
八

日
、
順
藝
は
病
の
た
め
遷
化
し
ま
し
た
。
法
名
は

「
信
珠
院
順
藝
」、六
三
歳
の
こ
と
で
す
。

Ｅ
子 

　

順
藝
は
志
半
ば
に
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
か
。残
念
で
す
。

学
Ｍ 

　

順
藝
の
遷
化
を
弔
う
書し

ょ

翰か
ん

は
数
百
通
に
の

ぼ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

　
数
多
く
の
師
友
が
、順
藝
の
死
を
悼
ん
だ
の
で

す
ね
。

学
Ｍ 

　
『
浄
勝
寺
丹
山
』
に
一
通
の
書
翰
が
引
用
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

丹
山
様
久
久
御
病
気
竟
御
養
生
無
二
御

叶
一
御
死
去
披
レ
遊
驚
入
候
何
れ
も
様
御

愁
傷
之
段
推
察
仕
御
同
事
残
心
至
極

奉
レ
存
候
猶
此
上
御
疲
等
無
レ
之
様
御

保
護
専
一
之
事
御
座
候
恐
恐

　
　
　
　
　
　
　
　
追
福

　
　
　
　
　
　
よ
き
菊
は
枯
て
も
残
る
匂
ひ
か
な

　
　
　
　
　
愚
案
な
が
ら
う
か
が
候
処
書
添
申
候

　
　
　
　
　
　
初
冬
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
松
羅

　
　
　
　
　
　
　
買
山
様

 

　
こ
れ
は
女
性
の
筆
に
よ
る
も
の
で
す
。差
出
人

の「
松
羅
」に
つ
い
て
詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

お
そ
ら
く
順
藝
の
師
友
の
配
偶
者
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。『
浄
勝
寺
丹
山
』の
筆
者
で
あ

る
山
田
秋
甫
は
、「
買
山
様
」を
順
藝
の
長
男
・
順

尊
の
こ
と
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

　

順
藝
を
失
っ
た
遺
族
を
気
遣
う
内
容
の
書
翰

で
す
ね
。
添
え
ら
れ
た
一
句
か
ら
、
順
藝
が
傑
出

し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

 

　
と
こ
ろ
で
、校
合『
黄
檗
版
一
切
経
』の
複
製
化

は
ど
う
な
っ
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

　
順
藝
は
亡
く
な
る
直
前
に
長
男
・
順
尊
を
枕
元

に
呼
び
、
校
合『
黄
檗
版
一
切
経
』
の
複
製
を
作

成
し
て
東
本
願
寺
に
納
め
る
よ
う
命
じ
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。丹
山
の
意
志
は
長
男
の
順
尊
に

受
け
継
が
れ
た
の
で
す
。

 

　
次
回
に
続
き
ま
し
ょ
う
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

　
山
田
秋
甫『
浄
勝
寺
丹
山
』浄
勝
寺　
一
九
一
四
年

■	丹南キッズ　～ことばのタイムカプセル～
元気キッズが将来の夢を発表！
　二十歳になる頃に再放送します。

「朝日西保育所」(7月1日～ )

■	Shining	～丹南の子供たちの輝き～
県中学校夏季総合競技大会

「鯖丹地区大会」(7月24日～ )

■	みんなのステージ
「令和5年度　丹生郡小中学校音楽交流会」(7月17日～ )

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7:55～ ②12:55～ ③19:55～ ④23:55～

「社会を明るくする運動を紹介します」
　(7月1日～ )

「第48回あさひまつり
　～行燈の光に照らされた壮大な夜の舞台～」
　(7月15日～ )

「伝統の極み ー 集い 伝える ー
　　　　 O・TA・I・KO 響2023」　(7月29日～ )

栃
　
川	

木
下
　
政
義
さ
ん
（
97
歳
）

栃
　
川	

早
苗
　
尚
子
さ
ん
（
103
歳
）

金
　
谷	

吉
田
な
み
い
さ
ん
（
103
歳
）

牛
　
越	

加
藤
マ
ツ
ヱ
さ
ん
（
93
歳
）

上
糸
生	

渡
辺
　
秀
雄
さ
ん
（
91
歳
）

小
曽
原	

𫝆
井
　
梅
野
さ
ん
（
95
歳
）

小
曽
原	

木
原
チ
ヨ
ノ
さ
ん
（
97
歳
）

広
　
野	

中
西
美
那
子
さ
ん
（
89
歳
）

広
　
野	

宮
本
チ
ヱ
ノ
さ
ん
（
98
歳
）

蚊
谷
寺	

武
田
　
都
子
さ
ん
（
92
歳
）

樫
　
津	

田
中
　
勇
琅
さ
ん
（
86
歳
）

樫
　
津	

左
近
　
光
雄
さ
ん
（
92
歳
）

樫
　
津	

中
西
　
由
枝
さ
ん
（
97
歳
）

舟
　
場	

清
水
新
兵
さ
ん
（
90
歳
）

八
　
田	

齋
藤
　
義
秋
さ
ん
（
78
歳
）

蟬
　
口	

木
田
と
し
ゑ
さ
ん
（
90
歳
）

梅
　
浦	

岩
本
冨
久
枝
さ
ん
（
86
歳
）

高
　
橋	

大
川
た
つ
を
さ
ん
（
94
歳
）

　
辻	

葊
比
シ
ヅ
子
さ
ん
（
94
歳
）

杉
の
花	

助
田
小
左
右
さ
ん
（
91
歳
）

平
　
等	

小
坂
　
武
士
さ
ん
（
56
歳
）

上
山
中	

堀
　
　
弘
忠
さ
ん
（
88
歳
）

赤
井
谷	

渡
辺
励
二
郎
さ
ん
（
68
歳
）

西
田
中 

中な
か

野の　

彩あ
や

音ね

（
悠
佑
、
女
）

下
糸
生 

木き

村む
ら　

柚ゆ
う

日ひ

（
英
貴
、
女
）

八　

田 

井い
の

上う
え　

奈な
の

花か

（
高
宏
、
女
）

宇
須
尾 

横よ
こ

田た　

光ひ
か

硫る

（
稔
、
男
）

小　

樟 

中な
か

野の　

朝あ
さ

渚な

（
海
里
、
女
）

　

厨 

倉く
ら

﨑さ
き　

美み

波な
み

（
祐
、
女
）

高　

佐 

壁か
べ　

　

綺あ
や

奈な

（
真
奈
実
、
女
）

高　

佐 

橋は
し
も
と本　

波は

和な

（
勇
一
、
女
）

　

中 

相そ
う

馬ま　

惟ゆ
い

乃の

（
克
基
、
女
）

細　

野 

渡わ
た

邉な
べ　
　

桜さ
く

（
賢
、
女
）

人口と世帯
（6月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口 20,182 人

　男 9,851 人
　女 10,331 人
世帯数 7,260 戸

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

（前月から30人の減）

なかよしひろば（園開放）
施設名 実施日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 7月19日（水） 34-5602

朝 日 南 保 育 所 7月19日（水） 34-1614

あ さ ひ 保 育 所 7月21日（金） 34-0081
認 定 こ ど も 園
あ さ が お 保 育 園 7月13日（木） 34-1110

宮 崎 中 央 保 育 所 7月19日（水） 32-2067

小 曽 原 保 育 所 7月19日（水） 32-2039

陶 の 谷 保 育 所 ★ 平日午前中随時開放 32-3014
幼保連携型認定こども園
西 徳 寺 保 育 園 7月13日（木）・20日（木） 37-1354

四ヶ浦こども園 ★ 平日午前中随時開放 37-0305

織 田 保 育 所 ★ 平日午前中随時開放 36-0160

は ぎ の こ ど も 園 平日午前中随時開放 36-0396
認 定 こ ど も 園
た い ら 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0251

※★の施設を利用される場合は、お電話にて事前にご連絡ください。

広報 えちぜん 22広報 えちぜん23 令和 ５ 年 7 月号令和 ５ 年 7 月号
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● 朝日西保育所 ●No.10

　地域の人から頂いたいろんな自然物を触ったりじっくり
見たり自分で収穫したり食べたり…。豊かな環境の中で地域
の人に支えられてのびのび育っています。

輝け！

干し柿づくりを
したよ ！

手が赤く
なっちゃった ！

桑の実を
とったよ ！

梅ジュースを
作ったよ ！

ほう葉飯を
作ったよ

はる

ふゆ

あき

なつ

鯖江警察署
からのお知らせ

必要なもの 運転免許証（有効期限内に限る）
【お願い】	 免許証を返納した後は、車を運転することができません。
	 家族などの送迎や公共交通機関などを利用して会場までお越しください。

会　　　　場 開　設　日 受 付 時 間
越前町役場 7月12日（水）

午前9時から午後3時まで
宮崎コミュニティセンター 7月13日（木）
越前コミュニティセンター 7月20日（木）
織田コミュニティセンター 7月19日（水）

町では、免許証返納をされた人への支援事業を行っています
❶コミュニティバス無料乗車券の発行（10年間有効）
❷チョイソコえちぜんの運賃割引
　1乗車あたり 500円 → 300円
※チョイソコえちぜんのご利用は事前に登録が必要です。

運転免許証運転免許証のの
自主返納臨時窓口自主返納臨時窓口をを開設開設しますします！！

問合せ先 	 ⃝免許の返納に関すること		鯖江警察署交通課　☎５２‒０１１０
	 ⃝支援事業に関すること　		企画振興課　☎３４‒８７０２

広報 えちぜん 24令和 ５ 年 7 月号


